
紹

介

『
高
槻
市
史
』
第
三
巻
（
史
料
編
1
）

　
古
代
・
中
世
の
摂
津
と
い
え
ば
、
九
州
・
瀬
戸

内
一
帯
の
い
わ
ゆ
る
西
国
よ
り
京
都
へ
入
る
径
路

の
咽
喉
元
に
当
っ
て
お
り
、
畿
内
の
西
出
口
に
相

当
す
る
と
い
う
意
味
で
、
政
治
上
・
軍
事
上
枢
要

の
地
域
の
み
な
ら
ず
、
荘
園
商
業
を
中
心
と
し
た

流
通
上
の
一
大
要
路
と
し
て
も
極
め
て
重
要
な
位

置
に
あ
る
こ
と
は
い
う
を
ま
た
な
い
。
現
在
の
高

槻
市
は
こ
の
摂
津
上
郡
（
淀
川
以
北
の
東
半
弓
）

に
畑
相
当
し
、
中
…
世
以
晶
削
は
洛
・
甲
へ
の
高
取
短
距
離
に

あ
り
、
昨
今
は
大
阪
府
下
に
著
て
枚
方
市
と
並
ぶ

人
口
急
増
都
甫
で
あ
っ
て
、
所
謂
ス
プ
ロ
…
ル
化

現
象
の
た
め
、
歴
史
的
景
観
が
急
速
に
失
な
わ
れ

つ
つ
あ
る
。
今
般
、
高
槻
市
史
編
纂
委
員
会
に
よ

り
、
該
地
域
の
綜
合
的
歴
史
叙
述
が
計
画
、
実
施

に
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
点
で
時
宜
を
得

た
企
画
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
全
成
果
の
公

開
が
待
た
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
今
回
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
帯
史
叙
述
の

基
礎
的
資
料
と
な
る
古
代
・
中
世
の
史
料
編
で
、

晴
代
は
記
・
紀
神
話
蒋
代
よ
り
初
ま
り
、
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
高
山
右
近
が
．
禁
令
に
よ
り
こ
の
地
か
ら

除
痛
さ
れ
る
天
正
末
年
に
毫
る
ま
で
の
長
期
を
網

羅
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
編
で
は
、
必
ず
し
も

現
高
槻
市
域
に
と
ら
わ
れ
ず
、
関
連
文
書
・
記
録

を
博
捜
さ
れ
て
い
る
が
、
広
汎
・
彪
大
な
史
料
下

中
よ
り
検
索
さ
れ
た
そ
の
努
力
に
対
し
、
ま
ず
敬

意
を
表
し
た
い
。

　
畿
内
に
縁
る
文
書
の
一
般
的
残
存
形
態
か
ら
し

て
、
こ
の
市
史
も
南
北
朝
～
戦
国
期
の
記
録
・
文

書
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
が
、
本
編
の
特
徴
と

し
て
あ
げ
う
る
の
は
、
ま
ず
水
岩
瀬
神
社
文
薔
が

殆
ん
ど
活
字
化
さ
れ
た
こ
と
、
国
人
芥
川
玩
関
係

史
料
が
出
揃
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
点
で
あ
ろ
う
。

前
者
に
つ
い
て
は
戦
前
既
に
刊
本
が
出
て
い
る
が
、

現
在
で
は
甚
だ
入
手
し
難
く
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

芥
河
曲
は
天
文
初
年
に
細
川
晴
元
の
居
城
と
な
り
、

一
時
畿
内
政
治
の
中
心
地
（
管
領
府
の
訴
訟
・
裁

許
が
こ
の
地
で
行
な
わ
れ
て
い
た
一
拙
稿
「
細

川
・
三
好
体
制
研
究
序
説
」
参
照
）
と
な
っ
た
ほ

ど
の
要
害
で
あ
り
、
芥
川
氏
は
摂
津
屈
指
の
有
力

国
衆
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
ま
と
ま
っ

た
研
究
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
そ

れ
が
可
能
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
蝸
点
毎
の
史
料

の
歯
列
方
式
は
一
応
編
年
碩
で
あ
る
か
、
関
連
史

料
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
箇
所
に

集
め
る
等
の
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
文
書
の
最
も
集
中
し
て
い
る
蜜
町
時
代
に
つ
い

て
い
え
ば
、
摂
津
国
守
護
は
前
期
（
南
北
朝
）
は

赤
松
・
細
川
・
山
名
各
氏
を
中
心
に
無
原
則
な
交

替
が
続
く
が
、
応
永
以
降
は
継
川
京
兆
家
の
領
国

と
化
し
、
一
五
〇
号
以
降
の
各
武
家
文
書
も
そ
の

す
っ
き
り
し
た
遵
行
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
体
制
も
厳
密
に
は
応
仁
以
前
ま
で
で
、

文
明
以
降
、
古
文
書
学
上
い
わ
ゆ
る
幕
府
御
教
書

が
消
滅
す
る
（
本
編
で
は
工
〇
六
・
二
四
一
・
工

六
九
・
二
七
五
各
号
文
書
を
幕
府
御
教
書
と
さ
れ

て
い
る
が
、
正
確
で
は
な
く
、
細
川
京
兆
家
奉
行

人
奉
書
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
I
i
前
掲
拙
稿
参

照
）
た
め
も
あ
っ
て
、
幕
府
奉
行
人
奉
書
を
守
護

代
以
下
が
遵
行
ず
る
と
い
う
変
則
が
み
ら
れ
、
細

川
京
書
家
執
事
（
筆
者
は
こ
れ
を
管
領
代
と
よ
ぶ
）

の
奉
書
が
実
質
上
領
国
経
営
を
象
徴
す
る
史
料
と

し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
古
文
書
学
で
は
正
函
か
ら
取
上
げ
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
正
体
不
明
の
武
家
文
書
が
多
く
、

大
日
本
史
料
の
綱
文
で
す
ら
が
、
ま
衷
文
書
名
の

打
ち
誤
ま
り
を
お
か
さ
れ
て
い
る
程
で
、
従
来
刊

行
さ
れ
た
該
地
域
の
乱
射
（
例
え
ば
尼
崎
市
史
・

伊
丹
市
史
等
）
も
例
外
で
は
な
く
、
本
編
に
も
若

干
遺
漏
が
散
冤
さ
れ
る
の
は
是
非
も
な
い
が
、
今

後
充
分
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
分
野
で
あ
ろ
う
。
武

家
文
書
の
差
出
者
が
判
齎
し
な
い
と
、
政
治
史
な

い
し
制
度
上
の
事
項
が
正
確
に
表
現
し
え
な
く
な
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介紹

る
と
考
え
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
て
天
文
前
後
か
ら
、
石
山
城
を
中
心
と
す
る

一
向
一
揆
の
高
揚
を
物
語
る
史
料
が
続
々
と
登
場

す
る
。
当
市
域
に
は
著
名
な
真
宗
富
田
道
場
が
あ

り
、
法
華
一
揆
・
晴
光
政
権
と
の
対
決
を
示
す
本

満
寺
文
書
が
収
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
石
山
本
願

寺
臼
記
所
収
「
私
心
記
」
、
さ
ら
に
晴
元
二
揆

和
睦
後
の
天
文
五
年
以
降
は
「
平
面
上
人
臼
記
」

が
、
富
田
道
場
周
辺
の
動
き
を
克
明
に
伝
え
て
お

り
、
と
く
に
本
願
寺
と
摂
河
野
薄
衆
と
の
関
係
が

興
味
深
い
。
続
い
て
三
好
長
都
が
畿
内
の
実
権
を

ほ
ぼ
掌
握
し
た
と
推
定
さ
れ
る
天
文
末
年
に
於
て

は
、
禁
裏
料
所
摂
津
河
上
率
分
関
に
就
て
の
「
言

継
卿
記
」
の
史
料
が
あ
り
、
長
慶
政
権
の
性
格
を

考
え
る
上
に
参
考
と
な
る
。
さ
ら
に
長
慶
政
権
に

関
し
て
は
、
今
回
本
編
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
る
永

禄
弐
年
の
「
郡
家
区
有
文
書
」
所
収
水
論
裁
許
状

が
あ
る
。
年
季
の
付
し
た
長
慶
文
書
で
は
珍
し
い

折
紙
で
あ
り
、
絵
図
も
揃
っ
て
い
る
。
戦
国
末
期

で
は
主
と
し
て
等
長
関
係
の
史
料
が
収
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
和
田
惟
政
・
高
山
右
近
ら
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
関
係
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
史
料
も
逸
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
「
耶
蘇
会
日
本
通
信
」

は
日
本
人
の
記
し
た
文
書
・
史
料
で
は
物
語
ら
な

い
多
く
の
興
味
あ
る
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い

う
点
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

（
A
5
覇
　
本
上
下
山
面
h
℃
八
百
ハ
　
図
版
亀
ん
百
ハ

一
九
七
三
年
一
月
高
槻
市
役
所
発
行
）

　
　
（
今
谷
明
・
京
都
大
学
大
学
院
生
）

訂
　
正

　
本
誌
第
五
七
巻
第
一
号
掲
載
の
小
葉
田
淳
氏
の

論
説
「
鉱
山
稼
行
と
そ
の
周
辺
」
に
お
い
て
、
筆

者
小
葉
田
氏
の
肩
書
を
竜
谷
大
学
教
授
と
い
た
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
京
都
女
子
大
学
教
授
」
の

誤
り
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
筆
老

な
ら
び
に
読
者
各
位
に
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

正
誤
表

　
　
第
五
七
巻
第
二
号
所
載
の
曾
我
部
静
雄
氏

　
　
「
日
唐
の
詔
勅
に
見
え
る
節
婦
の
族
賞
」

　
頁三
九

四
二

四
二

四
四

四
七

、
四
七

四
七

四
七

四
八

一九七〇三八ニー五行

　
　
誤

罷
申

檀
為
二
面
識
「

公
郷
大
夫

給
三
復
一
年
↓

侯
聞

以
遵
二
欝
類
｛

三
献
斯
畢
、

減
赦
幻
除
之
哨

二
月
二
十
日

　
　
　
正

宋
建
窯
為
姦
寧

公
卿
大
夫

給
二
復
一
年
↓

朕
聞

霜
取
二
誠
享
需
以
遵
二
日
類
↓

（
中
略
）
三
献
斯
畢
、

威
赦
日
除
之
剛

二
月
二
十
一
日

四
八
　
｝
四

四
九
　
　
八

四
九
　
一
五

五
二
下
こ
○

：六五五五五
二二六四三三

一一一 ｺ上
一五九四三

六
三
　
　
八

六
顯
　
二

六
四

六
五

六
七

十八五

山　　山／、　ノ、

八八

九一
南
窓
第
四
　
　
南
郊
第
四

八
十
己
上
　
　
八
十
巳
上

巻
八
十
八
　
　
巻
八
十
六

七
品
渋
土
　
　
七
ロ
照
已
上

同
書
策
　
　
　
同
書
第

侠
コ
蔵
軍
器
↓
挾
郷
蔵
軍
器
千

曳
五
年
壬
子
　
皇
五
年
八
月
壬
子

表
二
其
門
嚇
　
表
二
軍
潔
斎
ハ

神
護
景
雲
二
　
神
護
景
雲
二
年
二
廻
庚

年
庚
辰
　
　
　
辰

あ
る
こ
ち
に
　
あ
る
こ
と
に

神
護
景
雲
二
　
神
護
景
雲
二
年
二
月
庚

年
庚
辰
　
　
　
辰

朝
臣
道
中
女
朝
臣
道
二
女

八
月
十
三
丁
亥
　
八
月
十
三
日
丁
亥

義
夫
節
婦
に
　
義
夫
節
婦
に
対
す
る
岡

対
す
る
終
身
　
籍
悉
免
島
課
役
一
と
あ
る

勿
レ
事
と
あ
　
課
役
と
、
詔
に
あ
る
孝

る
事
　
　
　
　
子
順
孫
・
義
夫
節
婦
に

　
　
　
　
　
紺
す
る
終
身
勿
レ
事
と

　
　
　
　
　
あ
る
事

課
と
雑
衝
　
調
と
雑
徳

次
に
は
　
　
　
次
は
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